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しゃりばり，262，54－55（2003）
北海道立衛生研究所について，その設立目的，組織，機構について概説し，歴史的なエキノコックス・ボヅリヌス研究，
現在実施している行政試験，依頼試験の概況と調査研究の内容について紹介を行った．
○北国生活，それぞれの科学⑬　急性胃腸炎を引き起こすSRSV（ノロウイルス）って？
　奥井登代
　しゃりばり，263，52－53（2004）
　最近増加しているノロウイルス（SRSV）による集団食中毒，集団感染症に関して，ウイルスの性状，感染経路，発生
　状況等について報告した．さらに感染の予防対策の重要性についても詳しく述べた．
○北国生活，それぞれの科学⑭　暮らしのなかの放射線
　福田一義
　しゃりばり，264，46－47（2004）
　放射線と放射能は暮らしと密接に関わっていることを次の項目について概説した．年間に受ける放射線量，核爆発実験
　と環境放射能調査，原子力発電と放射線監視，芽どめを目的としたじゃがいもへの放射線照射など．
0北国生活，それぞれの科学⑮　国をも滅ぼすエイズ？一HrV感染症の現状と対策
　長野秀樹
　しゃりばり，265，46－47（2004）
　HIV感染症（エイズ含む）は世界中の国々で社会問題になっており，わが国でもその罹患者数は年々増加している．
　北海道における取り組みの一つとして検査当日に結果を知ることができるシステムについて解説した．
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ORadon　Concentrations　in　Thermal　and　Mineral　Waters　of　the　Springs　in　Hokkaido
　Naoki　AoYANAGI，　Daisen　IcHIHAsHI　arld　Eiji　UcHINo
　Proceedings　of　the　38th　Conference　of　Soci6t61rlternationale　des　Techniques　Hydrothermales　and　the　56th　Annual
　Meeting　of　the　Balneological　Society　of　Japan，33－37（2003）
　1998年8月から2003年3月にかけて，これまで極めて測定例の少ない北海道内の温・冷鉱泉152源泉中のラドン濃度
分布及びレベルを調査した．その結果，全国的に見ると，北海道の温・冷鉱泉のラドン濃度は低い傾向にあり，その平
　均濃度は約3Bq／しであった．また，放射能泉としての療養泉基準を満たした源泉は，長万部町の冷鉱泉1源泉のみで
　あった．ラドン濃度は中性やアルカリ性に比べ，酸性で低い傾向にあり，湧出状況及び泉質との相関は見られなかった．
OEffects　of　TQyotomi　Spa　Therapy　in　Chronic　Skin　Disease
　Eiji　UcHエNo，　Daisen　IcHIHAsHI　and　Naoki　AoYANAGI
　Proceedings　of　the　38th　Conference　of　Soci6t61rlternationale　des　Techniques　Hydrothermales　and　the　56th　Annual
　Meeting　of　the　Balneological　Society　of　Japan，207－211（2003）
　豊富町に中長期（12～74日）滞在し，中性の含重曹一食塩泉による温泉療法を試みた慢性のアトピー性皮膚炎（AD）
　患者4名と尋常性乾癬患者2名の療養前後の皮膚症状や血液性状などについて調べた．その結果，被験者全員に皮膚症
　状の改善を認め，AD患者では健常者と比べ著しく高い血清LDH値，好酸球数及びIgE値が療薬後いずれも正常値も
　しくはその方向へ低下することを明瞭に認めた．
OEffects　of　Spa　Water　in　Model　Animal　for　Atopic　Dermatitis
　Daiserl　IcHエHAsHI，　Eiji　UcHINo　and　Naoki　AoYANAGI
　Proceedings　of　the　38th　Conference　of　Soci6t61nternationale　des　Techrliques　Hydrothermales　and　the　56th　Annual
　Meeting　of　the　Balneological　Society　of　Japan，212－217（2003）
　アトピー性皮膚炎モデル動物NC／Ngaマウスに泉質の異なる3種の温泉水を1カ月間1日2回噴霧し，皮膚症状や血
　清IgE値を調べた．温泉の効果は，温泉地における総合作用として捉えられているが，泉質の違いのみによって皮膚
　症状の改善や血清IgE値の上昇に差異があることが示唆された．
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